
一

徳
田
和
夫
氏
所
蔵
『
餅
合
戦
状
』
翻
刻

　『
餅
合
戦
状
』（
写
一
冊
）
は
奥
浄
瑠
璃
の
滑
稽
物
「（
黒
白
）
餅
合
戦
」
と

同
一
内
容
の
小
品
で
あ
る
。
毎
半
葉
六
行
書
き
で
わ
ず
か
に
五
丁
余
り
の
も
の

で
あ
る
が
、
し
か
し
、
そ
の
資
料
的
価
値
は
大
き
い
。「
餅
合
戦
」
の
テ
ク
ス

ト
は
、
今
日
、
近
代
以
降
に
筆
録
し
た
も
の
に
限
ら
れ
、
近
世
に
遡
る
も
の
が

な
い
。
近
世
に
既
に
語
ら
れ
て
い
た
事
実
は
菅
江
真
澄
の
紀
行
文
等
か
ら
認
め

る
こ
と
が
で
き
る
が
、
ど
の
よ
う
な
詞
章
が
語
ら
れ
て
い
た
の
か
、
そ
の
詳
細

ま
で
は
明
ら
か
で
な
い
。
し
か
し
、
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
と
い
う
、
幕
末

と
は
い
え
、
近
世
期
の
写
本
が
出
て
来
た
こ
と
は
、
近
代
以
降
に
口
述
筆
記
や

記
憶
を
頼
り
と
す
る
筆
録
で
確
認
さ
れ
る
流
動
的
な
テ
ク
ス
ト
の
展
開
を
考

え
る
上
で
大
き
な
意
味
を
持
つ
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
翻
刻
紹
介
す
る
所
以
で

あ
る

１
。

　
詳
細
は
別
稿
に
譲
る
こ
と
と
し
て
、
こ
こ
で
は
簡
単
に
梗
概
と
書
誌
を
記
し

て
お
く
。
ま
ず
物
語
の
展
開
は
次
の
よ
う
に
示
す
こ
と
が
で
き
る
。

徳
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伊い

藤と
う

慎し
ん

吾ご

（
本

学

教

授
）

１
　
宝
六
元
年
薬
缶
の
年
四
月
半
ば
、
囲
炉
裏
ヶ
城
で
白
粉
の
餅
と
黒
粉
の

餅
と
の
間
で
座
敷
論
が
起
こ
っ
た
が
、
鍋
島
の
執
り
成
し
で
そ
の
場
は
収

ま
っ
た
。

２
　
遺
恨
の
あ
る
黒
粉
の
餅
は
粟
餅
を
は
じ
め
と
す
る
郎
等
八
百
万
余
騎
を
集

め
、
囲
炉
裏
ヶ
城
に
押
し
寄
せ
る
。

３
　
一
方
、
白
粉
の
餅
も
正
月
元
三
の
粽
餅
を
は
じ
め
と
す
る
郎
等
五
百
万
余

騎
を
集
め
る
。

４
　
糠
屋
で
寝
て
い
た
白
粉
の
餅
の
郎
等
納
豆
小
太
郎
糸
髭
が
目
を
覚
ま
し
、

白
箸
兄
弟
を
同
伴
し
て
餅
た
ち
を
絡
め
取
り
、六
腹
殿
の
門
番
に
引
き
渡
す
。

５
　
餅
は
六
原
城
に
向
か
う
途
次
、
責
め
立
て
ら
れ
、
山
伏
に
扮
し
て
裏
門
の

坪
坂
を
指
し
て
落
ち
て
い
っ
た
。

　
異
類
合
戦
物
の
特
色
の
一
つ
に
そ
れ
ぞ
れ
の
軍
勢
の
勢
揃
え
を
取
り
入
れ
る

こ
と
が
あ
る

２
。
ま
ず
寄
せ
手
の
黒
粉
の
餅
の
軍
勢
に
は
次
の
餅
が
い
る
（
訓
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二

み
は
暫
定
）。

粟
餅
・
稗
餅
・
秬き

び
も
ち餅

・
楢
実
餅
・
薢と

こ
ろ
も
ち餅

・
佐
夜
の
中
山
飴
で
餅
・
西
坂
本

の
蕨
餅
・
猿
ヶ
馬ば

ん
ば場

の
柏
餅
・
蕎
麦
粥
餅
・
焼
餅
・
福ふ

く
と
り
も
ち

取
餅
・
小
豆
餅
・

尻
餅
・
鎗
餅
・
息
子
餅
・
む
ぐ
ら
餅
・
銭
餅
・
金
餅

　
粟
餅
以
下
、
餅
の
種
類
が
並
ん
で
い
る
が
、
佐（

小
夜
）夜

の
中
山
飴
で
餅
、
西
坂
本

（
日
坂
）
の
蕨
餅
、
猿
ヶ
馬
場
の
柏
餅
は
い
ず
れ
も
東
海
地
方
の
名
物
と
し
て

知
ら
れ
た
餅
菓
子
で
あ
る
。
蕎
麦
粥
餅
、
福
取
餅
は
東
北
地
方
特
有
の
餅
で
あ

る
。
尻
餅
以
下
は
言
葉
遊
び
と
し
て
「
餅
」
を
掛
け
た
言
葉
で
あ
る
。

　
次
に
籠
城
側
の
白
粉
の
餅
の
軍
勢
に
は
次
の
餅
が
い
る
。

粽
餅
・
弓
矢
の
餅
・
菱
切
餅
・
薬
師
の
餅
・
菖
蒲
餅
・
歯
堅
め
餅
・
七
夕
餅
・

名
月
餅
・
菊
の
餅
・
恵
比
須
講
餅
・
油あ

ぶ
ら
し
め
も
ち

絞
餅
・
祝
切
餅
・
ご
し
餅
・
田
地

餅
・
俵
餅

　
粽
餅
以
下
、
年
中
行
事
の
餅
が
多
い
。
油
絞
餅
・
ご
し
餅
は
東
北
地
方
特
有

の
名
称
で
あ
る
。
田
地
餅
、
俵
餅
は
「
持
ち
」
に
「
餅
」
を
掛
け
た
言
葉
遊
び

で
あ
る
。

　
な
お
、
こ
れ
ら
の
う
ち
、
蕎
麦
粥
餅
、
福
取
餅
、
ご
し
餅
は
東
北
地
方
、
特

に
三
陸
地
域
周
辺
の
民
俗
と
関
わ
る
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
が
、
こ
の
点
に

つ
い
て
は
別
稿
に
譲
る
。

　
こ
の
よ
う
に
黒
粉
の
餅
、
白
粉
の
餅
そ
れ
ぞ
れ
の
軍
勢
が
あ
る
程
度
カ
テ
ゴ

リ
ー
に
よ
っ
て
分
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
と
こ
ろ
が
『
餅
合
戦

状
』
の
中
に
は
白
粉
の
餅
の
軍
勢
に
一
括
さ
れ
、
黒
粉
の
餅
の
勢
揃
え
が
設
け

ら
れ
て
い
な
い
事
例
も
筆
録
さ
れ
て
い
る

３
。

注１
　
な
お
、
す
で
に
伊
藤
慎
吾
「
近
世
～
近
代
前
期
の
異
類
合
戦
物
の
文
芸
に

お
け
る
嗜
好
品
の
受
容
」（『
２
０
２
２
年
度

　
公
益
財
団
法
人
た
ば
こ
総
合

研
究
セ
ン
タ
ー

　
助
成
研
究
報
告
』二
〇
二
三
年
）に
簡
単
に
紹
介
し
て
い
る
。

２
　
伊
藤
慎
吾
「
異
類
合
戦
物
の
表
現
」『
擬
人
化
と
異
類
合
戦
の
文
芸
史
』

三
弥
井
書
店
、
二
〇
一
六
年
。

３
　
福
田
晃
「
早
物
語
「
雑
具
合
戦
」・「
餅
合
戦
記
」」（『
伝
承
文
学
研
究
』
六
、

一
九
六
四
年
一
二
月
、九
六
頁
）、石
井
正
巳
「
早
物
語
「
餅
合
戦
」
の
伝
承
」

（『
学
芸
国
語
国
文
学
』
二
〇
、
一
九
八
五
年
三
月
、
七
四
頁
）
の
「
鈴
木
幸

龍
師
の
伝
承
」
な
ど
参
照
。

【
略
解
題
】

書
型

　
仮
綴
、
共
紙
表
紙

寸
法

　
た
て 

二
六
・
八
㎝
×
よ
こ 

一
三
・
四
㎝

料
紙

　
楮
紙

外
題

　
餅
合
戦
状
（
左
肩
・
直
・
墨
書
）

内
題

　
餅
合
戦
状
（
本
文
冒
頭
）

尾
題

　
餅
合
戦
状
終

丁
数

　
六
丁
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行
数

　
六
行

本
文

　
漢
字
仮
名
交
り
文
。
濁
点
な
し
。

奥
書

　
後
表
紙
中
央
に
あ
り
。

　
　
　
　
　
于
時
嘉
永
六
癸
丑
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
月
上
旬

備
考

　
前
表
紙
右
下
に
旧
蔵
者
の
墨
書
書
入
れ
が
あ
る
。

　
　
　
　
岩
渕
慶 

蔵

　
　
素
性
に
つ
い
て
は
未
勘
。

図
１
　
前
表
紙

図
２
　
後
表
紙

図
３
　
巻
頭
部
分

【
翻
刻
】

〈
凡
例
〉

一
、
表
記
、
改
行
等
は
な
る
べ
く
原
文
に
従
う
。

一
、
改
行
は
半
葉
ご
と
に
文
末
に
〈 

」 

〉
で
、
ま
た
丁
の
表
／
裏
は
〈
オ

／
ウ
〉
で
示
す
。



國
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木
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要

四

〈
翻
刻
〉

餅
合
戦
状

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
前
表
紙

扨
も
其
後
囲
爐
裏
の
城
に
大
き
な
る

問
答
を
一
つ
出
来
に
鳧
其
故
尋
ぬ
る
に

頃
は
寶
六
元
年
薬
鑵
の
年
に
て
座
し
ま
す

月
を
申
せ
は
卯
月
半
頃
白
粉
の
餅
と
黒

粉
の
餅
は
座
敷
論
を
そ
成
に
鳧
黒
粉

　
　
　
　
　
　
　
」
一
オ

の
餅
は
焙
燻
を
横
た
へ
て
横
座
の
真
中
に

居
り
し
か
は
白
粉
の
餅
の
申
様
そ
ち
か
黒
き

身
分
と
し
て
高
座
を
す
る
は
何
事
そ
や
不
調
法

千
万
早
速
罷
下
れ
と
訇
り
け
る
や
あ
い
か
に
と

責
立
け
れ
は
黒
粉
真
黒
に
成
て
腹
を
立
黒

き
白
き
は
人
間
の
業
先
祖
を
糺
せ
は
同
し

　
　
　
　
　
」
一
ウ

澤
田
の
姫
靏
餅
に
つ
く
き
奴
ば
ら
高
言
哉
と

互
に
つ
つ
立
組
打
せ
ん
と
せ
し
折
柄
鍵
に
懸

り
し
鍋
島
は
や
あ
上
を
恐
れ
す
無
礼
者

吟
味
は
必
定
也
追
て
下
知
な
す
へ
し
此
場
所

ど
つ
と
引
取
へ
し
と
仰
鳧
然
る
に
何
れ
も
宿
所

に
社
は
引
取
鳧
去
程
に
互
に
遺
恨
を
含
迚

　
　
　
　
　
」
二
オ

も
一
戦
し
て
勝
負
を
決
せ
ん
と
先
黒
粉
の

餅
の
郎
等
に
粟
餅
稗
餅
秬
餅
楢
實

餅
の
先
陣
に
て
苦
々
敷
も
薢
餅
佐
夜
の

中
山
あ
め
て
餅
西
坂
本
の
蕨
餅
猿
ヶ
馬
場
の

柏
餅
は
後
陣
の
備
也
續
て
御
本
陣
の
兵
士

に
は
一
参
々
に
煉
て
か
ゝ
り
し
蕎
麦
粥
餅

　
　
　
　
　
」
二
ウ

胸
を
焦
す
は
焼
餅
夫
婦
喧
𠵅𠵅
𠵅𠵅𠵅



正
月
農
始
の
福
取
餅
疝
氣
寸
白
あ
つ
き
餅

尻
餅
鎗
餅
息
子
餅
む
く
ら
餅
銭
餅

金
餅
を
大
将
と
し
て
都
合
其
勢
八
百
萬
余
騎

に
て
囲
爐
裏
ヶ
城
に
押
寄
て
時
の
聲
を
そ

上
に
鳧
次
に
白
粉
の
餅
の
郎
等
に
は
正
月

　
　
　
　
　
」
三
オ

元
三
の
粽
餅
二
月
卯
の
日
の
弓
矢
の
餅
三
月

三
日
の
菱
切
餅
四
月
八
日
の
薬
師
の
餅
五
月

五
日
の
菖
蒲
餅
六
月
朔
日
歯
堅
め
餅
七
月

七
日
の
七
夕
餅
八
月
十
五
夜
御
名
月
餅
九
月

九
日
菊
の
餅
十
月
廿
日
恵
比
須
講
餅
十
一
月

油
絞
餅
十
二
月
廿
八
日
祝
切
餅
家
を
作
れ
は

　
　
　
　
」
三
ウ

ご
し
餅
田
地
餅
俵
餅
を
始
と
し
て
都
合
其

勢
五
百
萬
余
騎
一

ツ
所
に
集
り
て
時
の
聲
同
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音
に
合
せ
ん
と
爰
に
白
粉
の
餅
の
郎
等
に

畑
作
の
住
人
納
豆
の
小
太
郎
糸
髭
と
て
兵
有

一
昨
日
の
昼
間
ゟ
糠
屋
の
隅
に
昼
寐
し
て

居
た
り
し
か
時
の
聲
に
て
目
を
覚
し
か
ざ
〳
〵

　
　
　
」
四
オ

も
つ
く
う
起
上
り
塩
柄
甲
の
緒
を
〆
て

小
皿
の
駒
に
打
乗
て
白
箸
兄
弟
引
纒
て

御
前
の
馬
場
先
に
し
ん
つ
〳
〵
と
乗
出
し

や
あ
〳
〵
爰
元
に
進
み
出
た
る
某
は
如
何

成
者
と
思
や
ら
ん
忝
も
畑
作
の
住
人
納
豆

の
小
太
郎
糸
髭
と
云
者
也
名
有
大
将
に
出

　
　
　
　
　
」
四
ウ

合
て
勝
負
せ
ん
と
這
て
入
爰
に
白
箸
兄
弟

是
に
有
り
迚
進
み
出
白
粉
の
餅
を
挾
取
は
小

太
郎
兼
て
の
縄
取
な
れ
は
得
た
り
や
進
め
と
縄

を
懸
六
腹
殿
の
御
門
番

ニ
渡
さ
る
ゝ
門
番
の

者
共
誰
々
そ
先
前
歯
の
孫
治
郎
奥
歯
の

奥
太
郎
舌
の
遠
平
抔
は
請
取
迄
是
を
取
て

　
　
　
　
　
」
五
オ

は
捻
り
合
手
を
取
て
は
む
ち
り
合
四
方
八
方

を
引
ま
わ
さ
れ
咽
の
細
道
踏
分
て
六
原
城
を
指
て
ぞ

急
か
る
ゝ
城
の
内
に
は
五
臓
六
腑
迚
其
手
勢
数

多
に
責
立
ら
れ
是
に
は
中
々
叶
わ
ぬ
次
第
也
と
山

伏
姿
に
様
を
替
法
螺
抔
を
鳴
し
其
裏
門

ゟ
も
忍
ひ
出
坪
坂
さ
し
て
落
さ
る
ゝ
皆
々
感

　
　
　
　
」
五
ウ

せ
ぬ
者
社
無
り
鳧

　
餅
合
戦
状
終

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
六
オ

（
空
白
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
六
ウ

（
空
白
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
後
見
返

　
　
于
時
嘉
永
六
癸
丑
年

　
　
　
　
　
　
　
正
月
上
旬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
後
表
紙

【
付
記
】
翻
刻
公
開
を
ご
許
可
く
だ
さ
っ
た
徳
田
和
夫
先
生
に
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。


